
中
国

に
お
け
る
法
華

経

の
信
仰
形

態
 
(
一
)
-
法
華
伝
記
-

的

場

慶

雅

中
国
に
お
け
る
多
く
の
法
華
経
信
仰
説
話
集

の
全
て
を
網
羅
し
、
総

括
し
た
上
で
の
信
仰
形
態
の
研
究
は
今
ま
で
に
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
は
全
体
を
傭
鰍
し
結
論
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

今
回
か
ら
数
次

に
亙

っ
て
こ
れ
ら

の
信
仰
説
話
集

を

一
つ
一
つ
検
討

し
、
順
次
論
述
す
る
所
存
で
あ
る
。
さ
て
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
ま

つ

「
法
華
伝
記
」
に
お
け
る
法
華
経
信
仰
の
実
態
を
把
握
し
考
究
す
る

こ
と
を
研
究
課
題
と
す
る
。

1
、
晋
…
計
十

一
例
。

諦
法
華

U
五
例
。
死
体
が
腐
敗
し
な
い
…
二
例
。
奇
香
が
臭
う
…

一

例
。
虎
が
去
る
…

一
例
。
夢
で
天
童
子
が
兜
率
天

に
生
ま
れ

る
と
言

う
…

一
例
。
講
法
華
"
二
例
。
異
香
が
薫
る
…

一
例
。
華
が
降
る
:
ム

例
。
天
地
が
動
く
…

一
例
。
諦
観
世
音
=
四
例
。
火
災
を
免
か
れ
る
…

一
例
。

王
難
解
脱
…

一
例
。
水
難
解
脱
…

一
例
。

2
、
魏
…
計
三
例
。

諦
法
華

"
二
例
。
諦
観
世
音
"

一
例
。
観
音
菩
薩
の
示
現
…

一
例
。

3
、
宋
…
計
二
十
例
。

諦
法
華
=
五
例
。
法
華
題
目
を
諦
し
た
ら
地
獄
が
涼
地
に
な

っ
た
・:

一
例
。
臨
終
の
時
異
香
が
満
ち
空
中
に
音
楽
…

一
例
。
臨
終
の
時
異
光

…

一
例
。
講
法
華
"
二
例
。
写
法
華
"
二
例
。
蘇
生
し
た
…

一
例
。

諦
観
世
音
"
五
例
。
洞
窟
の
中
で
迷

っ
た
が
助

か
る
…

一
例
。
刀
杖
難

解
脱
…

一
例
。
枷
鎖
難
解
脱
…

一
例
。
王
難
解
脱
…

一
例
。
治
病
:
二

例
。

諦
薬
王
菩
薩
品
H
三
例
。
焼
身
供
養
…
三

例
。
普

賢
菩
薩
11
三

例
。

示
現
…
二
例
。
普
賢
斎
に
よ
り
瑞
応
あ
り
…

一
例
。

4
、
斉
…
計
十
三
例
。

諦
法
華
"
七
例
。
焼
身
供
養
…

一
例
。
写
法
華
H
三
例
。
持
法
華
"

一
例
。

土
を
掘

っ
た
ら
舌
が
現
わ
れ
、
生
き
て
い
る
よ
う
に
赤
か

っ
た

…

一
例
。
講
法
華
"

一
例
。
弥
勒
踊

一
例
。

夢

で
兜
率
に
弥
勒
が
示
現

…

一
例
。

5
、
梁
…
計
八
例
。

写
法

華
"

一
例
。
蘇

生
…

一
例
。
諦
観
世

音
"
三
例
。

示
現
:
∴

例
。
治
病
…

一
例
。
普
賢
菩
薩
"

一
例
。

示
現

…

一
例
。
諦
薬
王
品
11

一
例
。
焼
身
供
養
…

一
例
。
諦
薬
草
喩
品
"

一
例
。
雨
を
降
ら
す
:
山
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例
。

文
殊
師
利
11

一
例
。

示
現
…

一
例
。

6
、
陳
…
計
七
例
。

諦
法
華
"
三
例
。
抜
け
た
歯
が
生
え
た
…

一
例
。
臨
終
の
時
異
香
が

満
ち
音
楽
が
聞

こ
え
る
…

一
例
。

写
法
華
"

一
例
。
修
法
華
"

一
例
。

普
賢
菩
薩
"
二
例
。
夢
に
示
現
・:
一
例
。
普
賢
臓
に
よ
り
華
が
降
る
:
・

一
例
。

7
、
階
…
計
三
十
例
。

諦
法
華
"
十
四
例
。
蘇
生
…
二
例
。
死
後
も
舌
の
色
が
紅
…

一
例
。

猿
が
第
二
天
に
生
れ

る
…

一
例
。
臨
終

の
時
紫
雲
が
空
を
覆

う
:
∴

例
。
焼
身
供
養
…

一
例
。
治
病
…

一
例
。
虎
が
去

っ
た
…

一
例
。
写
法

華
"
四
例
。
聞
法
華
"

一
例
。

犬
が
天
に
生
じ
た
…

一
例
。
講
法
華
"

一
例
。

臨
終
の
時
地
震
お
き
る
…

一
例
。
諦
序
品
=

一
例
。
華
が
降
る

…

一
例
。
諦
方
便
品
11

一
例
。

延
寿
を
得
る
…

一
例
。
弥
勒
1ー

一
例
。

夢
で
兜
率
に
弥
勒
が
示
現
…

一
例
。
文
殊
師
利
"
二
例
。

示
現
:
∴

例
。
諦
寿
量
品
"

一
例
。
盲
が
治
る
…

一
例
。
諦
観
世
音
11
三
例
。
臨

終

の
時
来
迎
…

一
例
。

諦
薬
王
品
"

一
例
。
苦
行
を
し
た
…

一
例
。

8
、
唐

…
計
五
十
九
例
。

調
法
華
"
二
十
五
例
。
蘇
生
…
三
例
。
死
後
も
顔
色
が
変
わ
ら
な
い

…
二
例
。
死
後
舌
が
腐
ら
な
い
…
二
例
。
鳩
が
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
る

…

一
例
。
虎
が
去
る
…

一
例
。
夜
叉
が
守
護
し
異
光
あ
り
…

一
例
。
空

中
に
大
光
明
あ
り
華
が
降
る
…

一
例
。
大
光
明
を
見
釈
迦
牟
尼
仏
示
現

…

一
例
。
焼
身
供
養
…

一
例
。
臨
終
の
時
紫
雲
現
わ
る
…

一
例
。
臨
終

の
時
空
か
ら
管
絃
の
音
…

一
例
。
写
法
華
11
九
例
。
蘇
生
…

一
例
。
夫

が
天
に
生
ま
れ
る
…

一
例
。
母
が
地
獄
か
ら
救
わ
れ
た
…

一
例
。
臨
終

の
時
異
香
が
室
に
満
ち
た
…

一
例
。

造
法
華

H
三
例
。
夫
が
蘇
生
す
る

…

一
例
。
講
法
華
=
七
例
。
華
が
降

っ
た
…
二
例
。

地
が
動
く
:
二

例
。

香
気
が
異
様
…

一
例
。
猿
が
切
利
夫
に
生
ま
れ
る
…

一
例
。
疏
が

焼
け
な
か

っ
た
…

一
例
。
夢
に
夜
叉
が
現
わ
れ
敬
礼
し
た
…

一
例
。
講

序
品
"

一
例
。
冥
途
で
講
じ
蘇
生
…

一
例
。

諦
提
婆
品
11
二
例
。
提
婆

品
を
踏
み

つ
け
て
暴
死
し
た
女
が
足
に
付

い

て
い
た
経
文
に

よ
っ
て

蘇
生
…

一
例
。
僧
に
愛
染
心
の
娘
改
心
す
る
…

一
例
。
諦
寿
量
品
"

一

例
。
蘇
生
…

一
例
。

諦
薬
王
品
11

一
例
。
焼

身
供
養
…

一
例
。
諦
観
世

音
=
二
例
。

王
難
解
脱
…

一
例
。
水
…難
解
脱

…

一
例
。
普
賢
"
五
例
。

夢
に
示
現
…
三
例
。

示
現
…

一
例
。
兜
率
"
二
例
。
兜
率
天
に
生
ま
れ

る
こ
と
を
望
む
…

一
例
。
兜
率
天
で
智
者
大
師

に
会
う
…

一
例
。
文
殊

師
利
11

一
例
。

冥
途
に
文
殊
師
利
が
来
て
助

か
り
蘇
生
し
た
…

一
例
。

以
上
を
、
法
華
信
仰
を
A
、
各
品
及
び
菩
薩
等

の
信
仰
を
B
、
晋
か

ら
陳
ま
で
を
C
、
階
及
び
唐
を
D
と
し
て
若
干

の
ま
と
め
を
次
に
記
す
。

一
、
A
と
B
は
百
例
と
五
十

一
例
で
二
対

一
の
比
率
で
A
が
多

い
が
、

霊
験
談
で
は
A
が
五
十
九
例
、

B
が
四
十
五
例

で
、

B
に
霊
験
談
が
か

な
り
多
い
。
こ
れ
は
、
A
の
信
仰
形
態
は
、
霊
験
を
得
る
よ
り
も
真
摯

な
る
悟
り

へ
の
道
と
し
て
の
信
仰
が
多
く
、

B
の
信
仰
形
態
は
、
信
仰

に
伴
な
う
利
益
を
自
ら

へ
の
見
返
り
と
し
て
期
待
し
た
結
果
と
も
言
え

る
。
A
で
も
霊
験
談
の
う
ち
四
十
例
が
D
に
集
注
し
て
お
り
、

D
の
特
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徴
と
な

っ
て
い
る
。

二
、
諦
法
華
は
計
六
十

一
例
中
四
十

一
例
に
霊
験
談
が
あ
る
。
故
に
諦

法
華
は
B
に
近
い
状
態
と
言
え
よ
う
。
又
諦
法
華
に
は
薬
王
品
に
よ
る

焼
身
供
養
と
思
わ
れ
る
例
が
三
例
あ
り
、
諦
法
華
と
書
か
れ
て
い
て
も

法
華
経
全
体
を
読
ん
で
の
信
仰
か
疑
問
の
も
の
も
あ
る
。
諦
法
華
に
は

死
体
が
腐
敗
し
な
い
等
の
六
根
不
壊
の
信
仰
は
C
に
三
例
D
に
五
例
あ

る
が
、

D
に
な
る
と
始
め
て
蘇
生
が
五
例
登
場
す
る
。
六
根
不
壊
は
奇

異
な
こ
と
で
は
あ
る
が
蘇
生
の
方
が
よ
り
現
世
利
益
的
で
あ
る
か
ら
D

を
過
渡
期

と
し
て
増
す
と
思
わ
れ
る
。

三
、
B
が
C
に
二
十
七
例
と
多
い
の
は
観
音
信
仰
が
晋
か
ら
始
ま

っ
て

十
二
例

も
あ
る
か
ら
で
、
D
に
も
B
が
二
十
四
例
あ
る
が
観
音
信
仰
は

極
め
て
少
な
く
五
例
し
か
な
い
。
こ
れ
は

一
昨
年
発
表
し
た
拙
稿

「階

唐
代
に
お
け
る
観
世
音
菩
薩
の
信
仰
形
態
」
に
お
い
て
六
十
二
例
を
数

え
た
の
に
比
し
て
も
極
端
に
少
な
い
。
当
時
観
音
信
仰
が
高
王
観
音
経

と
相
俊

っ
て
法
華
信
仰
か
ら
独
立
し
、
法
華
信
仰
と
同
等
な
地
位
を
確

立
し
て
い
た
の
で

「
法
華
伝
記
」
で
は
意
識
的
に
省
略
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
或
い
は
現
在
に
は
伝
わ

っ
て
い
な
い
が

「
観
世
音
応
験
伝
」

に
続
く
霊
験
記
が
存
在
し
て
そ
こ
に

一
括
し
て
集
録
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
又
三
十
四
の
変
化
を
現
わ
し
て
衆
生
を
救
済
す
る
妙
音
菩

薩
の
信
仰
は
全
く
な
い
。
観
音
信
仰
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

四
、

D
に
は
序
品

・
方
便
品

・
提
婆
品

・
寿
量
品
の
信
仰
例
が
新
し
く

現
わ
れ
て
い
る
。
法
華
経
信
仰
が
細
分
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
求
め
る

利
益
に
合

っ
た
部
分
の
み
の
信
仰
が
行
な
わ
れ
る
前
兆
で
あ
ろ
う
。

五
、
普
賢
菩
薩
信
仰
は
宋
以
後

に
十

一
例
あ
り
、
霊
験
と
し
て
は
示
現

が
四
例
、
夢
に
示
現
が
三
例
と
た
だ
単
に
示
現
す
る
の
み
で
あ
る
。

こ

の
例
は
全
て
僧
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
修
行
し
て
い
る
僧
を
守
護
す
る

と
い
う
普
賢
菩
薩
の
誓
願
に
よ
る
信
仰
形
態
で
あ
り
、

一
般
に
は
流
布

し
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

六
、
弥
勒
の
兜
率
上
生
も
五
例
あ
り
、
弥
勒
下
生
経
に
依
ら
ず
に
法
華

信
仰
に
依

っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
記
し
た
如
く
、
「
法
華
伝
記
」
に
お
け

る
法
華
経

の
信
仰
形
態

は
、
法
華
経
に
依

っ
て
悟
り
を
得
る
為
に
修
行
を
す
る
糧
と
言
う
よ
り

も
、
殊
に
階
唐
代
で
は
顕
著
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
欲
す
る
現
世
利
益
の
霊

験
に
よ
っ
て
尊
信
し
鑛
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

(立
正
大
法
華
経
文
化
研
究
所
研
究
員
)
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